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1. はじめに 

私たちは毎年文化祭でプラネタリウムの上映をしている。プラネタ

リウムの投影装置は学研から出ている「大人の科学」のキットを使用

し、ドームは京都の聖母学院の斉藤恭司さん考案のフラー型ドームを

作成し使ってきた。ドームは過去二回作ったが、前回作ったものが古

くなったので、昨年新しく作り直した。ところが、ドームの強度が弱

く文化祭後破損してしまったため作り直すことにした。 

 

2. 今回作るドームと前回作ったドームの違い 

私たちが二回作ったうち、初めは紙製段ボール、二回目はプラスチック段ボールを使った。昨年のもの

は、材質は白のプラスッチック段ボールを使った。斉藤さん考案のものは、紙製段ボールを使い、五角形

または六角形のはめ込み式で、比較的簡単に分解することができ数回組立可能なのが特徴である。今回も

同じフラー型のものを作ることにしたが、理科室に置いておくので組立てたり分解する必要はない。そこ

で三角形の型を作りつなぎ合わせるものを作ることにした．作るにあたってはインターネットサイト

「desert domes」を参考にした。 

今までは型を作成し、それに合わせてパーツを切り取ったが、その方法だとパーツを作るにつれて、型

の角が削れてサイズが変わってきてしまい、正確に作成することが出来なかった。今回は段ボールのパー

ツの形を一つ一つ線を書き作成した。 

 事前に小さいテスト用のドームを作り、作業の行程に慣れ、そのドームの欠点を見つけて本番用ドーム

の作成に活かすことにした。 

 

3.  使用した材料と用具 

 ・段ボール ・ガムテープ ・ボンド   

 ・カッター ・ものさし 

 
4. 作成方法 

・ インターネットサイト「desert domes」(http://www.desertdomes.com/index.html)にて半径 133.7cm

を入力し、フラー型ドームの辺の長さと比を求める(表１) 

・ 計算したサイズに従って段ボールからパーツを切り出す 

破損した、昨年作り直した

投影用ドーム 



・ パーツ枚数：ＡＡＢ30 枚 ＦＣＤ30 枚 ＣＦＤ30 枚 ＣＣＢ30 枚 ＤＤＥ30 枚 ＥＥＥ10 枚 

(図１のアルファベット各Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ・Ｅ・Ｆを一辺とする各三角形)  

 

表１ 

辺 長さ(cm) 

Ａ 33.85 

Ｂ 39.47 

Ｃ 39.37 

Ｄ 41.83 

Ｅ 43.44 

Ｆ 39.92 

図１ 

テスト用には、半径にあわせて表１の数値を用い各三角形を作ることにした。 

 

5. 製作上の注意 

ダンボールを切断する際に以下の事に注意する。 

・ ダンボールは頑丈で折れ曲がってないものを使う。 

・ 切る際に、2mm 以上の誤差を作らない。 

また、組み立てる際には以下の事に注意する。 

・ ダンボールを組み立てる際にへこみ等を防ぐ為、できるだけ同じ

厚さのダンボールを使う。 

・ のりしろの幅をそろえ、端と端を合わせ、すき間ができないよう

にする。 

 

6. まとめ 

「製作上の注意」に気を付けてテスト用を製作したつも

りだが、のりしろの長さや段ボールの厚さが違ったため、

人が支えていないとへこんでしまう。また、三角形の大き

さが違ったため無理やり繋げてしまった。現在は本番サイ

ズである半径 133.7 ㎝のドームを作成中であるが、その際

には一枚一枚正確に測り直してから作りたい。ジュニアセ

ッション当日にはそこまでの様子も報告したい。 

 

テスト用の小さいドーム

を作っているところ 

完成したテスト用のドーム 


